


新年のごあいさつ
（一社）横浜市工業会連合会

会長　榎本　英雄

平成２８年の年頭にあたって
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あけましておめでとうございます。皆様が健やかに新年を迎えられますことを、心よりお喜び申し上げます。
今年は、横浜の目指すべき姿とその実現に向けた戦略を掲げた「横浜市中期 4 か年計画２014～２017」の成

功の鍵を握る年です。計画のゴール、更にその先も見据え、基盤となるまちづくり、あらゆる市民・企業の
皆様が力を発揮できる環境づくりに、全力を注ぎます。

横浜経済の活力を支える中小企業や商店街の皆様への支援はもちろん、更なる企業誘致、海外ビジネス展
開のサポートなど、多角的な活性化策を行います。また、横浜環状道路をはじめとする都市基盤の整備と強
化も、着実に進めていきます。

横浜市はこれまで、市民の皆様、事業者の皆様から大きなお力添えを得て、先駆的な取組を進め、成果を
生み出してきました。この横浜に新たな価値と魅力を創り出し、未来へとつなげていくため、今年も皆様と
ともに取り組んでまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

平成２８年の年頭に当たり謹んで新春のご挨拶を申し上げます。
戦後の電気事業の分割民営化の基礎を築き電力の鬼といわれた松永安左衛門の言葉に『経営難というのは

意気地なしの代名詞である』という少々荒っぽい言葉があります。
さすが大きな仕事を成し遂げた人の気概と腕力に感嘆せざるを得ません。
昨年は中国の景気減速によるしわ寄せがあったもののインバウンドによる経済効果は予想を大きく超えて

『爆買い』が流行語大賞になりました。また世界の工場と言われた中国から製造業の撤退が相次ぎ、数年前に
は考えられない状況が出現しています。

こうした中、製造業の国内回帰が始まっていますがそれも大きな壁があるようです。
少子化による人材の不足がさらに顕著になり、またコスト削減のためには生産性の向上のためにさらなる

ロボット化等が必要となっています。
労務面でも高齢者雇用や女性の社会進出化、コンプライアンスの強化が必須になりその対応が企業に求め

られてきています。
また国内でも社員満足度（ＥＳ）の向上とスピードある意思決定が求められています。
こうした状況下でもわれわれ経営者は『下町ロケット』の心意気を持ちながらこの一年間更なる前進をし

たいものです。
市工連もこれら諸問題に対応すべくいろいろな事業を行っていますがさらに前向きに取り組む組織となり

ますようにこの一年間一層の努力をしますのでご協力をよろしくお願いします。
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神奈川工業会

鶴見区工業会
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港南区工業会

南事業会

みなと工業会
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金沢区工業団体連絡会

磯子事業会

明けましておめでとうございます

横浜西部工業会
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横浜青年経営者会

戸塚泉栄工業会

一般社団法人横浜北工業会
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第３３回ボウリング大会の開催

　10月 9 日（金）、川崎グラウンドボウルにおいて恒
例のボウリング大会を開催。当日は1８社２7チーム８1
人のほか応援・お手伝い10人の総勢91人の参加があ
り、 ２ 階２6レーンを貸切りで熱戦が繰り広げられま
した。 ２ ゲームの競技の結果、東洋製罐㈱横浜工場
チームが見事に ５ 連覇を果たしました。

福島第一原子力発電所の視察

　10月２８日（水）から一泊二日で、福島第一原子力発
電所の視察を参加者２３人で実施。当日は、途中「Ｊヴィ
レッジ」で概要説明を受けた後、バスを乗り換え同
発電所に向かい、到着後、軽易な放射線防護装備を
着用、構内用バスで約５0分かけて視察。バス車内か
ら汚染水の貯蔵タンク群、原子炉建屋カバーに覆わ

れた ３ ・ 4 号機などを視察。構内だけでも約 7 ,000
人の職員・作業員が働いているとの説明もあり、廃
炉に向けた作業が着実に進捗していると思われまし
た。

第 ４ 地区　第 1 回地区懇親会の開催
　 7 月 ８ 日（水）、煌蘭川崎店において第 4 地区の第
1 回地区懇親会を参加者 9 人で開催。参加者はお互
いに会社紹介を含む自己紹介を行うなど、打ち解け
た雰囲気の中で懇親が行われました。

第 1 地区　第 1 回地区懇談会の開催
　11月 4 日（水）、京浜第八寮にて第 1 地区の第 1 回
地区懇談会を参加者16人で開催。参加者はお互いに
会社紹介を含む自己紹介を行うなど打ち解けた雰囲
気の中で、席を交替しての交流が行われました。

鶴見区工業会
（鶴見区）

５連覇達成、東洋製罐㈱横浜工場Aチーム

視察後、事務棟前において参加者全員で記念撮影

参加者全員で記念写真

参加者全員で記念写真



− 8 −

神奈川工業会
（神奈川区）

■会の動き
昨年度、新たに改組新設した当会の各委員会が活

発に活動を始め、その成果も現れてまいりました。
今後も各委員会が調整、分担を効率よく行いながら
会の活性化を推進してまいります。

■見学会・会員交流会
（ 1 ）キリンビール横浜工場見学とビアポート暑気
払いバーベキューを ８ 月２9日実施。ディズニーラン
ド方式グループツアーで出発。各ポイントには一番
搾りに関する素材や行程があり、見学を終了する頃
には「一番搾り麦汁」がすっかり刷り込まれ、美味
しく一番搾りを試飲しました。続いて同敷地内のキ
リンビアポートにて暑気払い。70名の御参加を頂い
て今回はバーベキュー食べ放題。会場は大盛り上が
りでした。
 

（ ２ ）昭和アルミニウム缶㈱小山工場見学
貸し切りバスによる日帰り見学として11月1３日実

施しました。
高速製缶ラインに於いて 1 分間で ２ ,000もの缶体

を製作、塗装。その間にシビアな異物検査も行うな
ど「高速ものづくり」を実体験しました。

（ ３ ）ボウリング大会
吉例となったボウリング大会は伏兵現るの波乱の

展開、表彰・懇親会は会場を移してお好み焼き店へ。
ほぼ貸し切り状態の中で、飲み放題、食べ放題。皆
様は注文しまくり、各テーブル「コテ奉行」様が活
躍する等、煙幕立ちこめる中にて参加者の交流は進
んで盛況裡に終了しました。

ただ、複数のボウリング場の営業時間の短縮や閉
鎖など来年が気になります。

■研修会
（ 1 ）マイナンバーの研修会

横浜信用金庫様の御協力を頂いて「共催」で ８ 月
２9日実施いたしました。

当会の会員の参加も多く、会場一杯の約８0名様の
御参加を頂きました。
 

（ ２ ）受発注講習会
同じく第 ２ 部として受発注に関する講習会を開催

し、営業の御担当者も含め、ツボも含めた講習会と
なりました。

以上、見学会、研修会の実施にあたりまして、御
協力を頂きました関係者様に厚く御礼申し上げます。
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みなと工業会
（西区・中区）

［平成２７年度に実施した主な事業］
［朝食会］経営活動に必要な情報をタイムリーに提
供しています。（第２74回～第２８1回）
第２74回 4 月２1日（火） 4２名
　｢２7年度横浜市予算の特徴及び経済局重点施策｣
　経済局ものづくり支援課長近藤健彦氏他 ２ 名
第２7５回 ５ 月19日（火） 46名
　「労働法改正最新の動向と実務対応について」
　森岡経営労務管理事務所森岡三男氏
第２76回 6 月16日（火） ５0名
　「コンシェルジュとして『ノーと言わない接待術』」
　㈱高島屋横浜店総務部顧客クループ係長
　　　　　　　　　ザイナ・シャフマイエーワ氏

第２77回 7 月２1日（火） ３５名
｢義務化されるストレスチェック制度に対応した
メンタルヘルス対策｣

　中災防健康快適推進部課長補佐水沼今日子氏
第２7８回 9 月1５日（火） ３9名
　｢横浜市の防災計画と企業が講ずべき対策について」
　横浜市総務局危機管理部危機対処計画課長和知治氏
第２79回10月２0日（火） ３6名
　「会員間の情報交換『日常経営で心がけている事』」
第２８0回11月17日（火） 40名
　「『横浜の歴史』横浜村から今日そして未来へ」
　㈱浜銀総研会員サービス部副部長本城直樹氏
第２８1回1２月1５日（火） 41名
　｢もう怖くない☆高血圧を知り尽くそう！
　　　　　サイレントキラーに倒れないために」
　横浜市大医学部循環器・腎臓内学准教授石上友章氏 

［労働講座］ 6 月 ８ 日（木） 4５名
　「マイナンバー制度の概要と企業対応について」
　㈱OSKマイナンバー研究委員吉岡賢志氏

［納涼事業］ ８ 月 ５ 日（水） ３9名
　「TAKERU -猛-『和太鼓演奏とトーク』」＆「納涼」

 

［見学会］10月 ８ 日（木） ２８名
　｢リコーインダストリー㈱本社（厚木事業所）｣
　｢日産ヘリテージコレクション｣（座間）

 

［異業種交流サロン］（第96回～第10３回）
第96回 4 月1３日（月） 14名
　日産自動車「GRANDRIVE」（グランドライブ）試乗会
第99回 7 月２２日（水） ２0名
　「金谷船長の案内で氷川丸見学」

｢100回記念異業種交流サロン｣ 9 月16日（水） 14名
　「柳沢剛先生を囲んで歓談」

［経済局との意見交換］ 9 月 9 日（水） 11名
経済局 近藤武彦課長、今宮佳宏課長他 ２ 名
当会 井上政策部会長他 7 名
経済局への提言事項 ５ 項目11件について意見交換。

［経営者セミナー＆忘年会］1２月 ３ 日（木） ５1名
　｢『格闘技の世界』～私が歩んだ人生～｣
　初代タイガーマスク佐山聡氏
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南事業会
（南区）

≪平成２７年度　臨時総会開催≫
平成２7年11月1８日（水）、午後 6 時1５分、大岡地

区センターにて司会者・横山副会長の開会宣言によ
り定刻に臨時総会を開催しました。

今回の臨時総会開催の目的は ５ 月の定時総会にて
審議承認をいただいた当会活性化の為の、 ３ 本改革
案に沿って、三役・理事会にて具体的に作業を進め
て、そのうちの ２ 本目の目標、即ち、現在の会員の
業種が製造業のみならず、サービス業・飲食業と多
業種に亘っている事を踏まえ、当会の名称を『南工
業会』から『南事業会』に変更を議案として提出し
審議することにありました。

審議の結果、異議なく承認され正式に当会の名称
は、平成２7年11月1８日付けで『南事業会』となりま
した。

併せて活性化する為にも会員数増加が絶対条件と
なりますので少人数の企業の方にも加入促進の為会
費の見直しを含めた会則の一部変更も承認されまし
た。

　臨時総会閉会後、島田副会長より、本年度総会
にて承認された改革案は、会員増強を含め、着々と
進んでいることの説明があり、その後、臨時総会に
出席された新会員 4 社の方々の紹介があり、しばら
く雑談の時間をとり交流を図りました。

今まで以上に、地域に貢献し、会員間のより一層
の連携を図ることのできる「南事業会」に変身する
良い機会になるように、会員同士再確認をする良い
機会でありました。
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港南区工業会
（港南区）

 ㈲三ツ矢鋼業　渡部　昭男

コミュニティー部の一環として発足し1５回を数え
る事となりました。

平成２7年1２月 6 日（日）1２名の参加で、金沢地区で
のウォーキングです。京急金沢文庫駅10時出発、県
立金沢文庫（武家による最古の文庫）鎌倉時代を垣
間見て称名寺（金沢北条氏の菩提寺）へ、大銀杏の
黄葉など池の景観を楽しみ1５分程で海の公園（人口
砂浜）、潮風を肌に受けながら金沢漁港を経て野島
橋を渡り野島公園へ、金沢海苔養殖場、初代総理大
臣「伊藤博文旧別邸」の見学では明治の時代を意識
する瞬間でした。10分ほどで野島展望台、一汗かい
て歓談をしながらのお弁当タイムは楽しい一時でし
た。展望台からは八景シーパラダイス、東京湾の遠
くに薄っすらと「海ほたる」「千葉県富津」を望め、
山側には富士山が見える筈でしたが残念。1３時出発
平潟湾の風景を楽しみながら金沢八景駅1３時40分到
着で行程終了。天候にも恵まれ、歴史探訪や景観と
メンタルリフレッシュが出来て楽しい一日、ご参加
の皆様有難うございました。

地域に貢献
 ㈲一建テック　岩谷　憲和

平成２7年11月 7 日（土）“こうなん子どもゆめワー
ルド”が開催されました。当会からも焼きとりの模
擬店で出店。当日は快晴に恵まれ人出も多く、準備
した ２ ,400本が完売。又、港南区と「ひまわり交流会」
で交流を深めている宮城県大崎市の三本木ひまわり
交流会のブースでは、宮城県産のもち米を用いた餅
つきの実演販売があり、当会からも若手のメンバー
が力を奮いました。

青少年の育成を目的とした行政と地域の連携事業

として、とてもよい交流と貢献ができた一日でした。

講演会＆忘年会
 上大岡法律事務所　石井　誠

平成２7年1２月1５日（火）に、講演会＆忘年会が安戸
屋上大岡店で行われました。

まず、横浜信用金庫上大岡支店の千葉真弘支店長
より、金融機関は中小企業の決算書のどこに目を光
らせているのかを、ホワイトボードを使って分かり
やすく説明していただきました。

次に、横浜信用金庫上永谷支店の佐野剛正支店長
より、同支店が子ども向けに行っているＰＲ活動に
ついて話がありました。重さが10㎏ある 1 万円札
1 億円分のダミーを、参加者全員が順番に手に持っ
てみるという経験ができました。
　 1 時間ほどの講演会の後に、引き続き同じ場所で
忘年会が開催されました。冒頭では、永年にわたっ
て港南区工業会を支えてこられて今期で退任する事
務局の川端恭子さんに花束が贈呈されました。その
後、メインのふぐ料理に舌鼓をうち、ひれ酒を別会
計で注文する会員もいる中、和気あいあいと歓談が
進みました。

自然を楽しむ会

自然を楽しむ会「称名寺」

こうなん子どもゆめワールド

講　演　会
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横浜西部工業会
（保土ヶ谷区・旭区・瀬谷区）

平成２7年後半に実施した事業をご紹介します。

事業承継セミナーを開催
「経営者の高齢化と後継者不足」

が深刻な問題となっている状況を
踏まえ 9 月16日（水）、JA二俣川支
店会議室で、「後継者への事業承
継のあり方」をテーマに開催。事

業承継センター㈱取締役COOの金子一徳氏から、
事業承継を円滑に進めるための課題、円滑な進め方
などについて、話を伺いました。

家族会議の運営、遺言・贈与契約、後継者面接・
診断テスト、税務対策、創業オーナーのリタイア計
画等、具体例を挙げての中味の濃い講義でした。

横浜港を耳と目で学ぶセミナーを開催
　 9 月２８日（月）、シルクセンター
会議室で、「横浜開港当時の横浜
の海上交通」をテーマに、横浜開
港資料館副館長の西川武臣氏から、
開港とともに発展した横浜の街の

成り立ちや、港を中心に発達した海上及び陸上交通
の発展など興味深い話を伺いました。

座学の後は、観光船マリーンシャトルで海上から
横浜港を見学。湾岸の各埠頭における輸出用貨物や
大型タンカー、積み込み用クレーンなどを見て、貿
易港としての横浜港を実感することできました。

下船後は中華街で親睦を深めました。

横浜企業経営支援財団IDECを紹介
（公財）横浜企業支援財団の事業の認知度が低いこ

とから 7 月16日（水）JA二俣川支店会議室で、同財
団の経営支援部長の長谷部亮氏ほかご担当者から、
横浜市の「技術支援相談」及び「ものづくりコーディ
ネート」事業を中心に財団の事業を説明していただ
きました。

 

健康管理セミナーを開催
労働安全衛生法の改正で創設された「ストレスチ

エック制度」が1２月 1 日から施行されたのを機会に、
1２月16日（水）、Hキャメロットジャパンで「職場に
おけるメンタルヘルス対策」をテーマに開催。シニ
ア産業カウンセラーの山口稔氏から、職場のメンタ
ルヘルスケアの考え方、メンタルヘルスケア活動（健
康経営）、ストレスチエック制度、メンタルヘルス
ケアなどの話を伺いました。

親睦研修旅行を実施
　10月16日（金）、「紅葉の赤城と群馬県庁NHK花燃
ゆ大河ドラマ館」見学のバス旅行を実施しました。

標高 1 ,３4５ｍの赤城大沼では、湖沼を囲む黒檜山、
駒ヶ岳・地蔵岳などが紅葉黄葉に彩られ、朱色鮮や
かな赤城神社に参拝の後、秋色に染まる湖畔を散策
して、紅葉の秋を楽しみました。

群馬県庁旧庁舎での「ＮＨＫ花燃ゆ大河ドラマ館」
では、撮影に使われた衣装、松下村塾のセット、出
演者の紹介展示などを見学。テレビ放映も、楫取素
彦が初の群馬県令（知事）として赴任した場面に入
り、ドラマの世界をリアルに感じました。

その後、全国の府県庁舎中一番高いという新庁舎
の３２階展望フロアーへ昇り、眼下に広がる前橋市街
を眺め、庁舎の高さを実感しました。

【大沼にかかる赤城神社への赤い橋をバックに】
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磯子事業会
（磯子区）

行政懇談会： ８ 月 7 日（金）磯子区役所 7 階
横浜市経済局ものづくり支援課山本係長から平成

２7年度の『経済局予算説明及び重点施策』、『助成金
制度』等の説明、磯子区役所からは、青木区政推進
課長が『区政運営方針』を、池田地域振興課長が『磯
子まつり』、福祉保健センター木村健康づくり係長
が『よこはまウォーキングポイント』についてお話
しいただきました。

磯子まつり： 9 月２7日（日）
本年度はブースを設けて、磯子事業会のチラシと

風船、各企業の協力で商品やグッズ・ポップコーン
を役員で配布して磯子事業会をアピールしました。

施設見学会：10月２３日（金）
「リサイクルポート山ノ内」では、トラックごと

積荷の重さを計れる大型の計量器に乗ってみたり、
回収された古紙を圧縮する機械等の見学をした後、
横浜市資源リサイクル事業協同組合の戸川企画室長
の軽妙な語りでリサイクルについてや資源とごみの
分別体験等を学習しました。
「キリン横浜ビアビレッジ」では、原料のホップ

を手にしたり、説明を聞きながら見学コースから下
の貯蔵タンクを眺めて進みいよいよ試飲の時が来ま
した。おいしい三度つぎを教わって好みのビールと
おつまみをいただいて飲み比べを楽しみました。

事業人のつどい：11月19日（木）

㈱ＩＨＩゲストハウスにおいて「事業人のつどい」
を開催しました。最初に10月 ５ 日に逝去された山﨑
会長のご冥福を祈り黙とうをささげてから開会とな
り、長谷川新会長の紹介・挨拶となりました。第一
部の講演会では新興プランテック㈱人材育成セン
ター長の柏倉氏に「私の飛行体験談」～海上自衛隊
操縦士の人材育成～をテーマにご講演いただきまし
た。

海上自衛隊操縦士として国防の最前線での貴重な
体験談と上官としての部下の指導経験、そこから学
んだことを社員の教育・育成に生かして会社の人材
育成センターの組織を充実させてこられた事やこれ
からの取り組み等をお話しいただきました。

第二部ではまず磯子区体育協会への助成金の贈呈
があり、来賓のかたがたも交えて懇親会となりまし
た。
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金沢区工業団体連絡会
（金沢区）

（横浜市金沢団地協同組合）

金沢団地協同組合の環境行動への表彰
金沢団地協同組合が取組む鳥浜工業団地環境美化

運動は、積極的に参加する企業が増えるとともに、
近隣の県立金沢養護学校の生徒さん達の協力も得て、
地域の環境美化活動としての広がりを見せている。
また本年度は、団地内一斉清掃日を設け鳥浜工業団
地一丸となった取り組みになりつつある。

その主な活動であるバス通り花壇整備活動も本年
度で10年目を迎え、その継続した活動が評価され、
平成２7年 7 月1８日に「金沢区環境にやさしい活動」
副本部長賞を金沢区から、また同年11月1５日には「横
浜市環境行動賞」を横浜市から、それぞれ組合を代
表して榎本理事長が受賞した。

理事長は、「自分の会社の周囲を美しくすること
は当たり前のことですが、その活動の輪が10年かけ
てここまで広がりました。この歴史のある美しい金
沢で生活する一員として、さらに活動を推進して行
く所存です。」と受賞のコメントを述べた。

（金沢中央事業会）
工業会の皆様、明けましておめでとうございます。

　1２月からの少し暖かい冬となっていますが、皆様、
良い年越しをされたことと思います。本年もよろし
くお願いいたします。

さて、早いもので、本年度も残すところあと ３ ヶ
月ほどとなりました。昨年中は会場を変えての総会
から始まり、 ８ 月の日産追浜工場 見学会、11月の
恒例ボウリ ング大会と、小人数ながら行事が開催 
できたことを安堵しています。新年賀詞交歓会も、
総会同様、地元の会場にこだわり、アットホームな
雰囲気で盛り上がる予定です。

当事業会の最寄り駅、金沢八景駅周辺の整理事業
は、２８年のシーサイドラインと京急の連結に向け整
備中。また、隣りの金沢文庫の再開発事業は始まっ
たばかりです。さらに、事務所の向かいの金沢消防
署と区役所の新しいビルがそろそろ完成目前という
楽しみもあり、様々な変化のある 地元に置いてい
かれないように、会員の皆様と情報共有を行ってい
きたいと思っています。

 （事務局）
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（一般社団法人　横浜金沢産業連絡協議会）
一般社団法人 横浜金沢産業連絡協議会（沼田 昭司  会長）

産連協では昨年10月、年に一番の祭典「PIAフェスタ」で大いに賑わいました。
YouTubeで若者たちに圧倒的な人気を得ているはじめしゃちょーが登場して、ギネ
スブックへの挑戦を成功させたり、東南アジア研修生たちが“ノリ”のいい唄とパ
フォーマンスを披露するなど、好天にも恵まれて活気あるイベントが続出しました。
これらの企画は横浜シーサイドフォーラムはじめ若手スタッフの精力的な活動が
ベースにあり、ひるがえって近年団地内企業経営者等にも、世代交代の流れがいよ

いよ顕著となってきた証しと喜ぶべきか～。

２015 PIAフェスタ
昨年のPIAフェス

タは、10/２３（金）～
２4（土）の二日間に
渡って、横浜市金沢
産業振興センターを
会場に実施されまし

た。PIAフェスタは、金沢産業団地企業と地域住民
の方々や、地元機関や行政機関との交流と地域活性
化のためのお祭りです。今回の目玉企画は、横浜市
立大学との産学連携イベントとして、ギネス世界記
録に挑戦することでした。昨年度から、横浜市大芦
澤ゼミと交流を図り、学生と企業でのディスカッ
ション等を行い、PIAフェスタや地域の事を学生の
皆さんに知ってもらい、我々企業も考えなくてはな
らない問題点を議論しました。PIAフェスタ自体が
年々来場者数が減っている事が問題としてあがりま
した。そこで、より多くの人が集まる参加型イベン
トを検討し、学生から多数出た案の中から、現在、
非常に発信力のある動画配信サイトYoutubeで人気
の“はじめしゃちょー”氏を鬼役になってもらい「最
大人数で行うだるまさんが転んだでギネス世界記録
に挑戦」する事に決めました。現行のだるまさんが
転んだギネス世界記録人数は44８名。その記録を塗
り替えるために、市大芦澤ゼミ生とPIAフェスタイ
ベント実行委員会（本多竜太実行委員長：関東プリ
ンテック㈱）を中心に、 ２ ヶ月間に渡り日夜準備や、

関係各所との調整を行いました。様々な想定をし、
当日の運営マニュアルや役割分担を作成し、集客に
関してもSNSを有効に利用してプロジェクトを進め
ていきました。また、近隣の金沢区内中学・高校や
大学、横浜シーサイドライン駅に参加者募集のポス
ターを掲示してもらい、地域性を高めました。最終
的な参加希望人数は 1 ,4５0名にまでなり、抽選の結
果８00名に当選通知メールを送り、当日参加してく
れた人数は740名と、スタッフの予想を上回る嬉し
い悲鳴でした。そして、ギネス公式認定員が審査を
する中、振興センターグランドで過去最大の「だる
まさんが転んだ」が実現し、見事に世界記録を更新
しました。PIAフェスタの集客と出展ブース売上も
前年度の倍以上の記録です。これを機に、大学と企
業、行政が一つになり、更なる地域活性化活動が展
開されることを願っています。
 （本多竜太）
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（一社）横浜北工業会
（港北区・緑区・青葉区・都筑区）

会員企業への貢献を目指して
会員企業の経営環境が大きく変化する中で、平成

２7年度は、情報交換の場や共に学ぶ場など、会員の
活発な活動を支える環境づくりを目指し 6 つの新規
事業を実施しました。
　11月２6日に開催された平成２7年度第 ３ 回理事会に
事業を所管する専門委員会から中間報告をしました。

以下、主な新規事業の実施状況です。

1 ．ランチョンミーティング
企業の経営者が直面する経営上の課題等につい

て、個別課題等の解決策に関して意見交換し、会
員企業の実践的な対応策等の一助にする。
●評価として新規参加企業の増加効果
第 1 回（ ８ 月1２日）

テーマ：マイナンバー制度　参加企業：14社
第 ２ 回（10月14日）

テーマ：中小企業のマーケティング戦略
参加企業：1５社

第 ３ 回（10月２9日）
テーマ：マイナンバー制度の中小企業の対策
参加企業：11社

第 4 回（11月２6日）
テーマ：地元議員と中小企業の現状を意見交換
参加企業：２1社
第 ５ 回（1２月 9 日）

テーマ：金融機関から見た中小企業の評価
参加企業：1３社

第 6 回予定（ ２ 月 9 日）
テーマ：中小企業の人手不足と障害者雇用
講師：横浜市福祉局他

　 （勉強会風景）

２ ．慶応大学との産学連携事業
慶応大学の研究開発力と北工業会会員企業の技

術力との連携し相互の利益となる事業を創出する。

●評価として具体的な連携が始まっている。
（ 1 ）関係者会議・勉強会： ５ 月～11月、
　　　　　　　　　　　　  ５ 回開催

（ ２ ）企業訪問・中央試験所等視察： 4 回
（ ３ ）産学連携参加企業：16社
（ 4 ）今後の方向性：中堅企業の参加促進
（ ５ ）成果：現在個別プロジェクト進行中 4 社
（慶応大学との協議風景）

３ ．北杜市企業との交流事業（10月1６日）
北杜市が進めている環境事業視察と当市の企業

との交流会開催
次世代蓄電システムフライホイール事業への参

加提案を受ける。次年度継続交流を検討

４ ．北工業会ＨＰのリニューアル
会員企業への様々な問い合わせ等に対し応答で

きる、検索エンジンの新規整備、最新情報の提供
等に向けた会員専用ページ、スマートホンやタブ
レットによる閲覧を考慮した内容づくりなど、事
業委員会で議論し、来年 ２ 月までの整備を目指し
ている。
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戸塚泉栄工業会
（戸塚区・泉区・栄区）

第 ９ 回・10回地域活性化情報交換会
当工業会のスローガンである「モノづくりからヒ

トづくり、そしてマチづくりへとつなげる」をモッ

トーとして諸官庁・地域の各会また会員以外の企業

等が一同に会して幅広く地域の活性化に役立てれば

との願いから実施。

　第 ９回	 日時　 ８月１９日（月）　１８：３０

	 場所　戸塚区総合庁舎

	 参加　１７４人

　第１０回	 日時　１２月１４日（月）　１８：３０

	 場所　戸塚区総合庁舎

	 参加　１７３人

 

マイナンバー制度に対する企業の対応
マイナンバーが10月から付与され２８年 1 月から制

度として実施されることになり、制度の確認、情報

の管理、セキュリティ対策等、企業にとって少しで

も事前準備のプラスになればと云うことから実施。

　日　時　 ９月１６日（水）　１８：１５

　場　所　戸塚法人会館

　講　師　横浜市総務局

　　　　　マイナンバー制度担当　

　　　　　　　　　　　　　田中　理沙　課長

　参　加　３３人

ストレッチ制度における企業の対応
　1２月 1 日より「ストレスチェック」と「面接指導」

の実施等が企業の事業者へ義務づけられる制度が実

施される事から実施。

日　時　１０月２６日（月）　１８：００

場　所　戸塚法人会館

講　師　横浜西労働基準監督署

　　　　　　　　　石井　登　署長

　　　　神奈川産業保健総合支援センター

　　　　　　　　　支援促進員　岩井　昌江　氏

参　加　５２人

 

企業対抗ボウリング大会
会員企業の従業員同士が親睦を図るための一手段

として毎年実施していますが昨年まで使用していた

ボウリング場が閉鎖となったため別のボウリング場

で実施。

日　時　１０月２３日（金）　１８：１５

場　所　ラウンド １

参　加　 ３人×２０組

順　位　 優　勝 ㈱町山製作所

準優勝 横浜銀行	戸塚支店

３　位 ㈱日立ＩＣＴ
　　　ビジネスサービス

田雑戸塚区長とウナシー



− 18 −

☆定例会 1
　 6 月1２日「こんな会社で働きたいっ！選ばれる会
社になるために」と題し（株）ヒューマンリソース
みらいの荒木先生にご講話いただきました。たいへ
ん盛況で、先生には後日、別途「マイナンバー」に
関するセミナーも開催していただくほどでした。

☆家族親睦会
　恒例となりました「横浜スパークリングトワイラ
イト」。今年は 7 月1８日の開催でした。1３0名を越え
るご家族の方々にお集まりいただき、豪華温泉旅行
があたるビンゴ大会やテーブルマジック、花火を堪
能しました。

☆定例会 ２
　 9 月11日、「心のリミッター解除!! 元気な社長は
世界を変える」と題し、脳の思い込みを体感して心
のブレーキを外すことに挑戦しました。参加者は皆
その効果に驚いていました。

☆第51回大都市交流研究大会（神戸大会）
　11月1３日～14日、ＯＢを含む２0名のメンバーが神
戸市を訪れました。２016年は横浜が開催都市となり、
我々青経会メンバーがおもてなしをします。 ２ 日間
でしたが、他都市に対してそれに向けて十分にア
ピールできたと感じました。

新 入 会 員 紹 介
氏名 社名（業種） 会社住所・連絡先

大川　敦夫 新成建設㈱
（建設・不動産・建物管理）

東京都港区芝公園 ３ - 4 -３0  ３２芝公園ビル ５ F
TEL/FAX: 0３-５4２５-4８５0/0３-５4２５-49３２
http://www.shinsei-const.co.jp

佐藤　正憲 ㈱高木
（建設板金資材販売）

横浜市神奈川区平川町２２- 6
TEL/FAX: 04５-4８1-３7２５/04５-4８1-３6２５
http://kk-takagi.co.jp

白須　大吉 アートワーク㈱
（システム開発・受託設計）

横浜市西区みなとみらい ２ - ２ - 1  横浜ランドマークタワー ２0F
TEL/FAX: 04５-7５4-6３61/04５-３３0-76３８
http://artwork-pcb.com

月山　裕 ㈱京浜設備工業所
（管工事業）

横浜市神奈川区上反町 ２ -２6-1５
TEL/FAX: 04５-３２1-３19２/04５-３２1-1３２３
http://www.ksk２6.co.jp

平林　尚子 ㈱神奈川警備保障
（警備業・ビルメンテナス）

横浜市神奈川区台町 7 - ２
TEL/FAX: 04５-３14-169３/04５-３16-0５91
http://www.k-keibi.co.jp

三神　裕継 ㈱ミカミ
（卸売・製造業）

横浜市青葉区荏田西 1 - ５ -２３
TEL/FAX: 04５-914-８２２9/04５-91２-1090
http://www.kk-mikami.co.jp

水村　隆 ㈱三陽製作所
（金属加工製品製造業）

横浜市金沢区朝比奈町1３８
TEL/FAX: 04５-7８1-５８7３/04５-7８1-５８7５
http://sanyoseisakusho.co.jp

渡辺　堅太郎 ㈱第一絞製作所
（金属製品製造業）

横浜市港北区綱島東 6 -14-1５
TEL/FAX: 04５-５4２-0５60/04５-５4５-２67８
http://www.daiichishibori.co.jp

横浜青年経営者会
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金沢区工連　大黒運輸（株）様　優勝！！
森　成雄様 大会初のパーフェクトゲーム達成！

第1２回ボウリング大会成績
各　賞 トータル点数 工業会名 参加者（敬称略）

優勝（市工連会長杯賞） 1,２８4 金沢区工業団体連絡会 大黒運輸株式会社　
　池田秀夫・森成雄・石井基幸

第 ２ 位 1,106 （一社）横浜北工業会

株式会社互省製作所
　橋谷田裕司・宮田清
第一カーボン株式会社
　鈴木哲夫

第 ３ 位 1,0８7 港南区工業会 イワハシ技建株式会社
　岩橋幸城、岩橋洋子、川上広隆

最優秀個人賞 ５07 金沢区工業団体連絡会 大黒運輸株式会社　
　森　成雄

ブービー（第16位） 6８２ 港南区工業会 横浜信用金庫　上大岡支店
　千葉真弘・中田博尚・柴田元紀

第12回市工連ボウリング大会を開催

平成２7年11月２7日（金）19時より、「新杉田ボウル」
において第1２回市工連ボウリング大会を開催いたしました。

斎藤事業企画委員長より開会の挨拶をいただき、各自
練習のあと、前年個人 ２ 位の成績を収められた、株式
会社互省製作所　橋谷田裕司様（（一社）横浜北工
業会）が始球式を行い、白熱したゲームが行われました。

地域工業会から選出された17チーム５1名が参加して
行われたこの大会は、金沢区工業団体連絡会より参加さ
れた大黒運輸株式会社チーム、森　成雄様がパーフェク
トゲームを達成され、会場の注目の的となり、同チームが
３ 人トータルの成績 1 ,２８4点のハイスコアで優秀チーム賞
に輝きました。
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　 1 月1２日午後 4 時からホテル横浜ガーデンに於い
て市工連賀詞交換会が開催されました。

榎本会長の新年の挨拶の後、林横浜市長、梶田横
浜市会議長のご祝辞をいただくとともにアイディア
提案者表彰を行いました。

横浜市会副議長加藤広人様の乾杯のご発声で賑や
かな交歓会となりました。

ご挨拶をいただいた方の写真は表紙に掲載しまし
た。

受賞された方々は以下の通りです。

 
 

（順不同・敬称略）

企業名 氏　名 アイディアの名称

海洋電子
工業㈱ 小澤　祥平

XTFファイルから
CSVファイルへの変
換治具ソフトの作成

海洋電子
工業㈱ 佐藤　希賀

データ変換装置試験
治具作成による作業
効率のアップ

港南テクニ
クス㈱ 加藤木正男 フレーム幅の矯正装

置

竹澤工業㈱ 神宮　正彦
熱交換器フレームの
グラインダー仕上げ
削減　

㈱野毛電気
工業 岩田　宏治

クリーンルームエ
アーの再利用による
省エネ

㈱芙蓉ビデ
オエイジェ

ンシー
齋藤　靖士 フラッシュ映像視覚

軽減装置

㈱吉岡精工 安部　進也
加熱ポーラスチャッ
ク 「 H o V a C （ ホ
バック）」の開発

市工連賀詞交歓会を開催

本気でマーケットシェアトップ企業を目指す「市工連TOP継栄塾」を開催いたします。
今回は、保険代理店から ３ Ｄプリンター出力と鋳造を事業の柱とする製造業へ転換した、株式会社ＪＭＣ

代表取締役　渡邊 大知氏をお招きします。
実用方式に類するすべての種類の ３ Ｄプリンターを保有し、装置販売を行わない出力サービスを専業で行っ

ている数少ない企業です。
今年度最後のセミナーとなります。奮ってご参加ください。

日　時：平成２８年 ２ 月10日（水）
第 1 部　トップシェアセミナー（17：00～）
　題　名：「超スピード対応・高精度品質・高単価で他を寄せ付けないリーディングカンパニー」
　講　師：株式会社ＪＭＣ　代表取締役　渡邊　大知氏
　会　場：産業貿易センタービル　３0２号室
　参加費：￥ ２ ,000−（会員）　　￥ ３ ,000−（会員外）
　定　員：３0名
第 ２ 部　セミナーのポイント解説
　題　名：「中小企業の生き抜く道は、価値密着型経営」
　講　師：マイスターコンサルタンツ株式会社　代表取締役　小池　浩二氏
第 ３ 部　懇親会（19：00～２1：00）
　会　場：神奈川県民ホール　 6 F　「英一番館」 
　参加費：￥ 4 ,000−

市工連セミナー
第3回「市工連TOP継栄塾」のご案内

左から（敬称略）
小澤、佐藤、加藤木、市長、会長、神宮、岩田、齋藤、安部
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新入社員には、企業で仕事をするための心構えをしっかりと持ってもらわなくてはなりません。市工連「新
入社員合同研修」では、座学研修（マナー研修、名刺交換、電話応対、報連相、異世代コミュニケーション、
グループ討議等）や帆船日本丸でなければできない、体験研修（登檣訓練、カッター訓練等）を通してチー
ムワークの重要性や協調性、チャレンジ精神なども養います。

企業人としての自覚と責任感を引き出し組織の新しい力を育てます。ぜひご参加をご検討ください。

１ 	 日　　時：平成２８年 4 月7日（木）～ 4 月８日（金）　 1 泊 ２日
２ 	 会　　場：帆船日本丸・研修センター（横浜市西区みなとみらい ２−1−1 ）
3 	 定　　員：５6名（先着順）
4 	 受 講 料：市工連・工業会会員企業　３0,000円（参加 1 名につき、税込み）
　　　　　　 ※工業会会員外企業の方は、お問い合せください。
5 	 講　　師：帆船日本丸船長　山本訓三　氏（予定）他
6 	 お申込み＆お問い合せ：（一社）横浜市工業会連合会（担当）斎藤
　　　　　　　　　　　　TEL04５−671−70５1　FAX04５−671−7３２1
　　　　　　　　　　　　e-mail：soumu 4 @y-shikouren.or.jp

　参加申込書は、市工連HP（http://www.y-shikouren.or.jp）からダウンロードできます。後日詳細資料をご送付い
たします

平成２6年度（H２6／ 4 ～H２7／ ３ ）の当基金の概況を報告します。
加入設立事業所は7５社、加入員数は40５0名、年金受給者の方は1５11名となり、年金・一時金をあわせて約

4 億３５８7万円をお支払いたしました。
また、年金資産の運用は、アベノミクスによる円高是正や株価の大幅な上昇により、前年同様に運用環境

は良好で、時価ベース利回りは11．49％となりました。
ところで、厚生年金基金制度に関する改正法が一昨年 4 月 1 日から施行されました。当基金におきましては、

約 1 年間かけた議論を経て、昨年 ２ 月に解散方針決定に至りました。その後、事業主様向け説明会を実施し、
昨年 9 月に加入事業所様及び加入員様の各 9 割以上のご同意を頂き、昨年11月に解散を前提とした将来返上、
前納（70億円）を実施しております。なお、解散認可予定は平成２9年 ５ 月を予定しております。

本年度も引続き皆様のご理解とご支援を頂きながら、当基金も着実に進んで参りますので、宜しくお願い
申し上げます。
 平成２８年 1 月　横浜市工業厚生年金基金

基金は、年 ３ 回「基金ニュース」発刊するとともに、ホームページに概況を掲載させて頂いております。
 【アドレス; http://www.yokohamasikougyou-kikin.or.jp/】

市工連　　　　　　 　　　　　　　　　
「平成28年度新入社員合同研修」のご案内

横浜市工業厚生年金基金概況について








